
日時： 平成２０年　６月２３日（月） 午後２時～午後４時

場所： 福岡市NPO・ボランティア交流センター

1 開　会

2 新委員の紹介

3 福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センターの紹介

4 審議等

(1) 市民公益活動活性化に向けた施策について （資料１）

・ 施策体系について

・ 福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センターの事業（案）について

・ 今後の課題（案）について

(2) その他

5 共働事業提案制度に関する報告 （資料２）

6 閉　会

第７回

会　議　次　第

「 福 岡 市 市 民 公 益 活 動 推 進 審 議 会 」



市民公益活動の活性化に向けた施策体系市民公益活動の活性化に向けた施策体系

市民公益活動活性化に向けた施策について（案） 資料 １

市民自治の実現

●市民、そして地域の組織・団体が、
問題解決に向けて自ら主体的に
取り組んでいる。

●多くの市民が、ボランティア活動
やＮＰＯ活動などの市民活動を
はつらつと行っている。

●市民自身が暮らしやすい町を
つくるために行動し、共働する。

ＮＰＯ活動の促進

市民参画・共働の
推進

市民等へのＮＰＯ・ボランティア
活動に関する情報の提供、必要性
の普及・啓発など、市民が参加し
やすい環境づくり

（１）市民が参加しやすい
環境づくり

ＮＰＯの活動基盤の強化を促進し、
活動しやすい環境づくりを進める
など、ＮＰＯ活動を総合的に支援

（２）ＮＰＯの活動基盤の強化

ＮＰＯの専門性や柔軟性を
活かすため、ＮＰＯと行政
の共働を進める。

（３）ＮＰＯと行政の共働推進

情報の収集・提供
市民が参加しやすい仕組みづくり
市民公益活動推進条例の普及・啓発（応援ガイドの活用等）

ＮＰＯ支援のための場の提供、情報の提供、相談
講座・研修（人材育成、企画、資金調達など）
ＮＰＯの財政基盤強化に向けた助成の活性化
ＮＰＯ同士のネットワーク構築の仲介
ＮＰＯと企業・学校等との連携コーディネート

ＮＰＯと行政の共働推進
（共働事業提案制度の実施など）

【ビジョン】 【基本的方向】 【戦略】 【具体的施策】

(注)下線は、政策推進プランにおいて、
取り組みの方向として記載されている項目。
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センター事業について（現状）センター事業について（現状）

福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センターの事業について（案）

センター基本計画（センター基本計画（H14.2H14.2）） 次期指定管理におけるあすみん事業の方向性

○センターを設置する目的
ボランティア・ＮＰＯが活動しやすい環境づくりの推進

○センターの理念
市民主体のまちづくり、市民自治の実現

○センターのミッション（使命）
・ボランティア・ＮＰＯの活動基盤の強化

（ボランティア・ＮＰＯの持ち味を活かし、
パワーアップを目指す）

・ボランティア・ＮＰＯのネットワークの中心
（ＮＰＯなどの弱点を補完し合いながら、

横のネットワークの中心となる）
・各セクター間のコーディネート

○センターの機能及び事業について
[活動基盤の強化] 場の提供、情報収集及び提供、

研修・講座等の育成、調査・研究
[ネットワーク] ネットワーク、交流サロン、災害時拠点
[コーディネート] コーディネート機能

○福岡らしさ
・国や世代を超えた交流と連携の視点

（アジア、大学、年配者、居酒屋や屋台のように）

理念実現への３つのミッション（使命）

活動基盤

場の提供機能
情報収集・提供

 機能
研修・講座機能
調査・研究機能

施設・設備
センター運営費
必要に応じてサ

 ポート

事務局人材の登用
事業企画・実施

社会への幅広い提案
センター施設管理

公 設 民 営

ボランティア
（個人）

Ｎ Ｐ Ｏ
（組織・団体）

【福岡らしさ】
国や世代を超えた交流と連帯の視点

運

営
行 政

市 民

企 業
大 学 等

地域コミュニティ

社会福祉協議会
等の既存組織

ボランティア・ＮＰＯセンター（仮称）

ネットワーク機能
交流サロン機能
災害時拠点機能

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ機能

ネットワーク コーディネート

市民活動支援
 機能

【ボランティア・ＮＰＯセンター（仮称）のイメージ】

■福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センター条例
（H１４．９）

第２条 センターは，次の各号に掲げる事業を行う。
(1) 市民公益活動に関する情報の収集及び提供
(2) 市民公益活動に関する調査及び研究
(3) 市民公益活動に関する研修及び講座の実施
(4) 市民公益活動に関する相談
(5) 市民公益活動の促進のためのセンターの施設

の提供
(6) 前各号に掲げるもののほか，センターの設置

の目的の達成に必要なこと。

基本協定・実施協定の締結

Ｈ１４．１０ ～ センター開設

Ｈ１８．４～ 指定管理者制度の導入

（１）情報収集・提供
ホームページ、メールマガジン、情報誌など

（２）調査・研究
地域とＮＰＯ

（３）講座・研修の企画実施事業
ボランティア入門セミナー、ＮＰＯ法人入門セミナー
企画書・プレゼンセミナー、資金調達セミナー
ファシリテーター入門講座、シニア向け大相談会

（４）相談事業

（５）場・機材の提供
セミナールーム、打ち合わせコーナー、印刷機、
連絡ボックス設置など

（６）交流連携事業
分野別交流会、企業の社会貢献セミナーなど

（７）災害時におけるボランティア活動支援
災害ボランティア養成講座など

■平成２０年度あすみん事業

市民自治の実現
《理念》

今後の市の施策の方向性としては、

☺☺ １８年度指定管理は高評価１８年度指定管理は高評価

（１９年度については現在評価中）（１９年度については現在評価中）

☺☺ ＣＳ調査においても全般的に利用者の評価は高いＣＳ調査においても全般的に利用者の評価は高い

市民参加を促す仕組みや効果的な情報提供が必要
ＮＰＯと行政の共働のさらなる推進が必要
（Ｈ２０～ 共働事業提案制度の実施）
ＮＰＯの弱点を補完するとともに相乗効果を発揮
するためには、ネットワーク機能やコーディネート
機能の強化が必要

「あすみん」次期指定管理においては、
センター基本計画の方向性は堅持しつつ、
以下の事項について重点的に取り組む。

市民が参加しやすい環境づくり
ＮＰＯと行政の共働の推進
ＮＰＯ同士のネットワーク構築
ＮＰＯと他セクター間のコーディネート

具体的には･･･

（１）情報収集・提供
※市民の参加を促す仕組み、情報提供

（２）調査・研究
（３）講座・研修の企画実施事業
（４）相談事業
（５）場・機材の提供
（６）交流連携事業

※ＮＰＯと行政の推進に資する事業
（共働事業提案制度との連携）

※ＮＰＯ同士のネットワーク構築
※各セクター間のコーディネート

（７）災害時におけるボランティア活動支援

【次期指定管理におけるあすみん事業(案)】
（下線部は重点的に取り組む事業）

※コミュニティビジネス相談事業（経済振興局）



市民公益活動活性化に関する今後の課題（案）

今後の検討課題

（１）ハード・ソフト両面での「あすみん」機能のあり方の見直し・検討

「あすみん」開設後６年近くが経過、ＮＰＯ法人数の増加やＮＰＯを巡る社会環境が変化
施設（青年センター）の老朽化に伴い、今後整備が必要

時代に合ったハード・ソフト面の機能のあり方について、
審議会等において今後検討を行い、必要に応じて
センター基本計画の練り直しを行う。

※検討項目案
・施設整備に当たってのハード機能のあり方
・「あすみん」におけるNPO支援（ソフト面）のあり方
・行政とＮＰＯの共働における「あすみん」の役割

（各局とＮＰＯとのコーディネート）
・利用料金制導入の是非
・ＮＰＯ認証等に関する権限移譲後の市の体制のあり方

 

など

（２）共働のさらなる推進（市民公益活動推進条例の改正）

様々なセクター間での共働がますます重要に
共働事業提案制度の実施を契機とした、ＮＰＯと行政の共働推進（H20～）

共働事業提案制度の検証（H23）を踏まえ、
共働の原則や共働の拡大への努力義務、共働事業提案などを
市民公益活動推進条例に新たに規定することも視野に。

（３）地域組織とＮＰＯとの連携推進

複雑・多様化する地域課題に対しては、地域組織とＮＰＯが連携して取り組むことが有効
両者の相互理解・連携に向けては、まだ課題が多い

地域組織とＮＰＯの相互理解・連携をどう進めていくか、
今後、研究する必要がある。

※検討項目案
・区レベルでの市民公益活動推進のあり方

（交流拠点のあり方、区役所や公民館の役割、
地域組織とＮＰＯのコーディネートのあり方など）

来年度より
審議会で検討



今後の検討スケジュール（予定）今後の検討スケジュール（予定）

 
（１）あすみん機能の 

 あり方見直し 
（２）共働のさらなる推進 

（３）地域とＮＰＯと
の連携推進 

２０年度 
第８回審議会       ★課題の整理 

（２０年度末開催予定） ★見直しの方向性、進め方等について議論 

２１年度 

以降 

 

審議会等において、あり方検討 

 

新・センター基本計画策定 

 

ＮＰＯ認証等の権限移譲（Ｈ２３頃？）

センター条例改正 

新生「あすみん」スタート 

 

（共働事業提案制度の実施） 

 

 

 

提案制度の検証（Ｈ２３） 

 

審議会において、市民公益活動推進

条例の改正の必要性について検討 

 

条例改正 

 

 

 

 

  区レベルでの市民公

益活動推進のあり方

について研究 

 

 



資料 ２  

ＮＰＯと市が、ともにはたらくプロジェクト 

「福岡市共働事業提案制度」説明会報告 
 

 キックオフ説明会について   

参加者９３名（ＮＰＯ６６、企業・大学生３、他都市行政２、市職員２２） 

 

  開催日時：平成２０年５月１０日（土）１３：３０～１６：３０（開場１３：００） 

  会  場：市庁舎１階ロビー 

 

  プログラム（司会 市民公益活動推進課長） 

   １．開会挨拶 市民局コミュニティ推進部長 

２．講  演「ＮＰＯと行政の連携の可能性と課題」 

            講師 日本ＮＰＯセンター事務局長 田尻佳史氏 

               ※一般には「協働」、福岡市は「共働」を用いている 

     休憩（１０分）   ※質問をポストイットに記入、回収 

   ３．田尻氏への質疑応答 ～会場とのやりとりで進行～ 

※共働働促進アドバイザーの加留部氏と十時氏を紹介、

この後は、アドバイザーが進行 

４．制度概要の説明 （「応募の手引き」により説明） 

   

   ５．１３の課題例について担当者のコメントタイム 

               ※ＮＰＯに期待すること、一緒に取り組むメリットなど 

   ６．名刺交換タイム 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田尻氏の講演 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
加留部氏と十時氏の 

会場とのやりとり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
制度の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
各担当者から 

ＮＰＯへのメッセージ 
 



 

キックオフ説明会・アンケート結果（４５名回答） 

 

 

１. 説明会について 

●講演「ＮＰＯと行政の連携の可能性と課題」はいかがでしたか？ 

 大変よかった １５ よかった ２６ ふつう ３ あまりよくなかった １ 

わるかった ０ 

 その他 

・ポイントを絞ったお話でした。制度についてもう少しお話いただく時間があればという感

が残りました。 

・受益者を考えた協働をつねに考えること！に共感しました。 

 

                                                         ） 

●制度の説明はいかがでしたか？ 

 大変よかった ６  よかった ２８ ふつう １０ あまりよくなかった １ わるかった ０ 

その他 ０ 

・質問者の声がききとりづらかったです。（マイクがなく・・・） 

 

 

●全体的にはいかがでしたか？ 

 大変よかった １１ よかった ３０ ふつう ４ あまりよくなかった ０ わるかった ０ 

その他 ０ 

・基調講演、制度説明、アドヴィザーの方々、皆さん熱意があり、しかも、わかりやす

く聞く事ができ、理解できました。 

・協働のあり方、進め方自体の学びについての時間も相応に確保されていてよかったと

思います。 

                            

２. 提案してみたいと思われましたか？ 

   ぜひ応募したい １８ 検討してみる １６ 今回は応募しない ５ わからない １  

その他 ２  回答なし ３ 

・市民の事をここまで考えて取り組んでいる福岡市と志高い団体への協力団体として参画

したいと考えております。 

 

３. ４つのテーマ別説明会にも参加されますか？ 

   参加する予定  ２３ できれば参加したい １５ わからない ３ 参加の予定はない ２ 

  回答なし ２ 



 

４．ご意見やご感想を自由にご記入下さい 

○アドバイザーの方を置いたのは良かったでは。かみくだいた説明で良くわかりました。 

○４つのテーマの範囲がわかりにくい。 

○短い時間に濃い内容を入れてくださって、さすが行政の有能パワーを感じました。このよう

なパワーをぜひNPOに一緒に使わせていただければ、いい成果が出そうだと思いました。企

業の方の参加がありましたが、何か広いネットワークが出来そうです。ぜひ企業の方も参加

していただけるようお計らいください。 

○仕事柄、他自治体（及びNPO)の活動の現場を見る機会が多いのですが、他と比べ今回の説明

会に参加して「福岡市はとても親切であり、しかも、暖かみのある心のこもった制度だな」

と嬉しいサプライズでした。この取り組みを聞き、遠方から聞きに来ましたが、白熱した議

論も好ましいものでした。 

○大変有意義な時間だったと思います。テレビや新聞などのメディアで、特集取材されると良

いですね。「共働」は一般市民･企業への理解がもっと進むべきだと思いました。 

○わかりやすく、これから活動していく目標がはっきりしてきました。行政が何を求めている

のか、それにどう答えていけばよいのかも明確になったのでメンバーとよく検討し、今後の

活動にも生かしていきたいと思います。参加して良かったです。 

○貯金のできないNPOで毎年資金は使い切りです。自己資金というのはない。収入を上げると

「お金は返す」ということ？やりたいことはありますが、ない袖はふれないなとお金の事で

悩みつつ帰っております。 

○確かに民間がまず頼るのでなく、しっかりした体制をもつことが大切だと共感しました。こ

れから、行政といかに関わっていけば良いのかを考えていこうと思います 

○良い仕組みだと思います。各事業の担当課ごとに「共働のあり方」や行政とNPOの関係性が

違ってくるだろうなぁと感じています。審査～評価の過程でお互いに学ぶことが多そうです。 

○共に福岡市・行政と一緒にテーマについて働きたいと考えています。本当に有意義のある制

度の説明が大変よかったと思っています。 

○福岡市で活動を始めて、まだ浅いのですが、福岡市が市民に近くなった気がします。 

○大変良い制度がスタートしたと思います。継続性があり、良い結果が出るといいですね。今

回は私共とマッチングできる場面は無いのかもと思いますが、又、次年度以降に期待致しま

す。 

○役所の方が売り込み（13テーマの説明）をしているのを始めて見ました。公務員はかくあり

たいものです。市役所全体が、このような動きになれば市もまんざらではないと感じました。 

○田尻先生の話とアドバイザーお二人のおかげで、行政の人間として「共働」に対する心構え

と頭の整理ができました。 

 

 

 

 

 

 

 



 テーマ別説明会について  

  ４つのテーマに対して課題を提示した担当者から説明し、共働促進アドバイザーが進

行して参加者からテーマや制度について質問に対応した。 

 

No1こども・教育テーマ（アドバイザー：加留部 貴行氏）    

    参加者４４名（ＮＰＯ３２、市職員１２） 

  平成２０年５月１２日（月）１９：００～２１：００ 

福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センター「あすみん」 

 

① 中高校生の居場所づくり（こども未来局こども未来課） 

② 小学生への遊びの提供（こども未来局こども育成課） 

③ 科学の楽しさを伝える（こども未来局こども施設課） 

④ 子どもとメディアの良い環境づくり（教育委員会生涯学習課） 

⑤ 歴史・伝統文化の学習（教育委員会文化財管理課）  

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No2健康福祉・ライフスタイルテーマ（アドバイザー：加留部 貴行氏）  

  参加者３１名（ＮＰＯ２４、市職員７） 

    平成２０年５月１３日（火）１９：００～２１：００ 

    博多区保健福祉センター２Ｆ 集団指導室 

 

① 企業のワーク・ライフ・バランスの推進（市民局男女共同参画課） 

② ひきこもり青年の社会参加支援（保健福祉局精神保険福祉センター） 

③ メタボリックシンドローム予防の推進（保健福祉局保険年金課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No3環境共生のまちづくりテーマ（アドバイザー：十時 裕氏） 

    参加者１５人（ＮＰＯ１１、市職員４） 

    平成２０年５月１４日（水）１９：００～２１：００ 

    早良市民センター３Ｆ 第２会議室 

 

① かなたけの里公園を拠点としたまちづくり（住宅都市局公園計画課） 

② 博多湾の環境改善運動（港湾局環境対策課） 

③ 志賀島の自然や歴史的魅力資源の活用（東区企画課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No4シティプロモーションテーマ（アドバイザー：十時 裕氏） 

    参加者１４人（ＮＰＯ１２、市職員２） 

    平成２０年５月１５日（木）１９：００～２１：００ 

    福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センター「あすみん」 

 

① 外国からの視察者コーディネート（保健福祉局計画課） 

② 外国人観光客に対する観光サービスの提供（経済振興局集客企画課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロの字に席を変えて 

質疑応答 

 

 



※報道記事等広報内容 

 

４／２２ 

毎日新聞朝刊 

 



 

 

６／１０ 官庁速報 

◎ＮＰＯなどとの「共働事業提案制度」創設＝福岡市 

 福岡市は、特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）やボランティア団体の事業提案を採用し、提案

団体と市が共催する形で事業を実施する「福岡市共働事業提案制度」を創設した。事業実施の

際は実行委員会形式などを採り、事業費は市と団体がそれぞれ負担金として出し合う。従来の

各団体への委託や助成とは異なり、市とＮＰＯ法人などの両者が対等なパートナーとして事業

に取り組むことで、市の活性化を図るとともに、行政にはない発想や視点を生かしてきめ細か

い市民サービスの実現を目指す。 

 初年度の２００８年度は、(1)居場所づくりや、遊び、科学、歴史の学習など「こども・教育」(2)引

きこもり支援や企業のワーク・ライフ・バランス推進など「健康福祉・ライフスタイル」(3)新公園を

拠点としたまちづくりや博多湾環境改善運動など「環境共生のまちづくり」(4)海外からの視察者

や観光客へのサービス提供など「シティプロモーション」―の４テーマで事業提案の公募を開始

した。公開プレゼンテーションや学識経験者らの審査委員会審査を経て秋ごろまでに選考。０９

年度の予算編成に組み込み、０９年度新規事業として実施する。事前の説明会には６０を超え

る団体が訪れるなど関心が高く、市は最低でも６件程度は実現したい考え。１事業当たり、市負

担は上限４００万円で負担率は５分の４以内。テーマ設定を工夫しながら３年間実施し、１１年度

に検証作業を行い恒久的な制度にするかどうか決める予定。（了） 



 

 

平成２０年度「共働事業提案制度」に関する今後の予定 

 

● 応募の〆切            ６月３０日（月） 

● 資格要件審査           ７月初旬～中旬 

● 第１次審査（書面審査）      ７月下旬 

● 公開プレゼンテーション      ９月中旬 

● 第２次審査（最終審査）      ９月中旬 

● 共働事業候補決定（市長に報告） １０月中旬 

● 共働事業の実施決定      ２１年３月下旬 

 

○ ２１年度のテーマ決定に向けて「ＮＰＯと行政職員の意見交換会（仮称）」を 

 １２月～１月の間で開催する予定。 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

◎福岡市共働事業提案制度審査委員会委員（敬称略、五十音順） 

     小山田 浩定   企業関係者 

     清原 英明   行政 

     古賀 桃子   NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ関係者 

     白川 詔子   行政 

     福山  誠   地域関係者 

     森田 昌嗣   学識経験者 

     山形 紀子   報道関係者 

 

◎福岡市共働事業提案制度共働促進アドバイザー（敬称略、五十音順） 

     加留部 貴行   NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ関係者 

     十時  裕   地域活動アドバイザー 
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